
’●一●場・′ 古他ロマンを翻鵬潮隙間椴
1400年前、古墳時代後期の遺跡と推定される尼崎の天神遺跡で子
とも発掘隊が大活躍！といってもこれは社会科学習の一つとして行
われた現地学習のこと。
6月13日には島Pl小学校の6年生116人が、また6月14日には広

瀬小学校の6年生60人がスコップを片手にやって来ました。
子ともたちは、午前9時30分から武田さん（社会教育課職員）に
この時代の生活様式やこの遺跡の特徴などの説明を受けた後、約1
時間半にわたって発掘に挑戦しました。
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㊧
姐
。
芭
配

臨
時
教
員
の
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
的
任
用

教
員
志
願
者
の
登
録
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
欠
員
補
充
、

出
産
代
替
と
し
て
採
用
す
る
臨
時
的
任

用
教
員
を
必
要
に
応
じ
て
速
や
か
に
任

用
で
き
る
よ
う
志
願
者
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
お
く
も
の
で
す
。

●
資
格
）
小
・
中
・
護
護
学
校
教
諭
、

養
護
教
諭
い
ず
れ
か
の
普
通
免
許
状
を

持
っ
て
い
る
人
●
採
用
区
分
）
市
町
村

立
小
・
中
・
輩
誰
学
校
、
常
勤
講
師
・

糞
誕
助
教
諭
・
非
常
勤
講
師
●
給
与
）

採
用
区
分
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間
）
8
月
末
日
ま
で
●
応
募

方
法
）
町
教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
い

ま
す
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え

北
九
州
教
育
事
務
所
〔
〒
8
2
2
直
方
市
大

字
植
木
字
鍵
田
1
0
4
7
℡
0
9
4
9

2
（
5
）
1
2
0
0
〕
　
へ
提
出
し
て
く

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
が
。

電
通
講
書

こ
の
調
査
は
、
自
然
愛
好
者
の
参
加

を
得
て
環
境
指
標
、
生
物
と
な
る
「
身

近
な
動
植
物
」
の
分
布
や
生
態
を
調
べ

国
土
の
身
近
な
自
然
を
診
断
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

●
申
込
み
資
格
）
自
然
に
興
味
が
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
●
内
容
）

調
査
は
、
春
の
花
、
鳥
の
声
、
夏
の
虫

虫
の
声
、
秋
の
花
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ツ
バ

メ
、
水
辺
の
動
物
、
南
の
島
、
淡
水
魚

の
1
0
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
4
8
種
類
の
動

植
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
●
申
込
み
方

法
）
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
宙
話
番

号
を
書
い
て
〒
脚
東
京
都
千
代
田
区
霞

ヶ
関
1
の
2
の
2
環
墳
庁
自
然
環
境
調

査
室
℡
0
3
（
5
9
1
）
3
2
2
8
へ

遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

女
子
事
務
員
募
集

●
条
件
）
高
等
学
校
卒
業
以
上
で
3
5
歳

未
満
の
女
性
●
募
集
人
員
）
若
干
名
●

給
与
）
会
社
規
定
に
よ
る
●
勤
務
時

間
）
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
●
そ
の

他
）
社
保
・
定
期
昇
給
・
賞
与
年
2
回

・
退
職
金
・
日
曜
・
第
2
土
曜
休
日
・

年
次
休
暇
有
●
申
込
み
・
問
い
合
あ
せ

先
）
遠
賀
都
岡
塩
町
大
字
野
間
4
6
6
－
2

㈲
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
℡
0
9
3

（
2
8
2
）
0
1
1
8

餐
士
は
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
平
成
3
年
5
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
●
試
験
日
と
試
験
地
）
8
月

節
目
（
日
）
福
岡
市
●
受
付
期
間
）
7

月
1
6
日
（
月
）
か
ら
7
月
2
6
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
）
福
岡
県

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
℡
0
9
2

（
6
4
1
）
3
8
8
3

あ
枚
た
も
マ
ル
サ
に
′

税
務
職
員
国
家
試
験

強
固
°
田
園

呼
福
岡
県
職
昌
採
用
試
験

●
試
験
区
分
と
採
用
予
定
数
）
行
政
事

務
7
5
人
、
学
校
事
務
Ⅱ
人
、
警
察
事
務

2
5
人
、
栄
養
士
1
0
人
●
受
験
資
格
）
昭

和
0
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
備
年
4
月

l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
、
た
だ
し
栄

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。
合
格
し
た
人
は
税

務
大
学
校
に
入
校
し
一
年
間
の
研
修
を

受
け
ま
す
。
卒
業
後
は
更
に
三
カ
月
間

の
研
修
を
受
け
た
後
、
税
務
署
な
ど
で

国
税
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
受
験
資
格
）
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
●
申
込
み
期
間
）
7
月
4
日
（
水
）

か
ら
7
月
n
日
（
水
）
●
第
一
次
試
験
）

9
月
0
0
日
（
日
）
●
第
二
次
試
験
）
Ⅱ

月
7
日
か
ら
2
0
日
の
う
ち
指
定
す
る
一

日
●
採
用
予
定
人
員
）
九
州
地
区
で
約

1
6
0
人
●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
国
税
局

℡

0

9

2

（

4

1

1

）

0

0

3

1

ま

た

は
若
松
税
務
署
℡
0
9
3
（
7
6
1
）

2
0
0
3
6



福　祉　係

児童手当の現況屈を

提出してください。
6園

園　園
現況届は、現在支給を受けている人の前年の
所得、養育の状況などを届けてもらうもので、

引き続き手当を受けられるかどうかを決める大

切なものです。引き緩さ受ける資格があっても、

現況届を提出しないと6月分から手当を受給で

きなくなります。

出生や脆入などで平成2年4月末日までに、

新しく児童手当認定請求をされた人も「現況届」
を必ず提出してください。期限は6月30日まで

です。

提出越後椙‡自社係へ

国保年金係

更新申請をしてください。

現在、交付を受けている「母子家庭等医療班」
は7月31日までしか使用できませんので、引き

続き受給資格を有する人は、受給資格の更新申
請を7月10日までに役場国保年金係で済ませて

ください。

〈対象喜〉
◆18慮未満の児童を監護している母子家庭のB

e3戴以上18歳未満の栂子家庭の児宣及び父母
のいない3厳以上18戴未満の児童（昭和47年

4月2日から昭和48年4月1日までの出生者

も来年3月31日までは骸当します。）

ただし、次の場合は対象者から除かれます。
●児童扶糞手当法掩行合で定める所得の限度額

を超える場合
●生活保護法による医籍扶助を受けている場合

●児童が医療費の描覆される福祉指紋（こ入所し

ている場合

《中軸Iこ必要な書類など》
●健康保険証
◆印　　鑑

●町民税の申告は、必ず済ませておいてくださ
いo

彊∴…急呈吉左目雷電目指 ：：二三㌧詰「「… かせ 2先 9出直郵立会 4皆い長と害二17 ）理○にな類階時 委撞くは大会云 �繍韓 い受が十業 ま付、五委 すなこ目貫◆ ○書蓬官舎 次挙に員 �震7 葉月 委15 貫目 選（日） 挙は 

穏
馳
㊧
芭

日
曜
日
の
午
前
中
は
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
楽
し
も
う
。

今
ま
で
に
な
い
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ン

ド
．
コ
ル
フ
は
ル
ー
ル
が
簡
単
、
初
め
て

の
人
に
も
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
す

日
曜
日
の
午
前
中
、
ご
家
族
・
お
友

だ
ち
ど
う
し
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
と
き
）
7
月
8
日
（
日
）
9
時
開
会

式
、
9
時
0
0
分
競
技
開
始
●
と
こ
ろ
）

総
合
運
動
公
園
緑
の
広
場
●
競
技
方
法

）
1
チ
ー
ム
6
人
、
1
6
ホ
ー
ル
総
打
数

●
チ
ー
ム
編
成
）
・
フ
ァ
こ
、
リ
ー
チ
ー

ム
　
（
家
族
ま
た
は
複
数
の
家
族
で
の
踊

成
）
・
グ
ル
ー
プ
チ
ー
ム
　
（
気
の
あ
っ

た
仲
間
ど
う
し
で
の
編
成
、
男
女
混
成

で
も
可
）
●
表
影
）
団
体
（
優
勝
・
準

優
勝
）
　
個
人
　
（
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー

賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な
ど
）
●
申

込
み
方
法
）
7
月
3
日
（
火
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
か
つ
ミ
ュ
ー
ニ
ア
ィ
セ
ン
タ

ー
に
用
意
し
て
い
ま
す
所
定
の
用
紙
に

記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

重
曹
て
無
料
個
別
鯛
韻

こ
の
相
談
は
、
0
歳
か
ら
5
歳
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
家
庭

の
中
で
生
じ
る
子
育
て
に
関
す
る
様
々

な
悩
み
や
不
安
に
対
し
て
、
幼
児
教
育

専
門
家
が
宙
接
相
談
に
こ
た
え
、
ア
ド

．
ハ
イ
ス
す
る
も
の
で
す
。

●
と
き
）
　
7
月
6
日
　
（
金
）
　
●
と
こ

ろ
）
鞍
手
町
中
央
公
民
館
研
修
室
●
対

象
）
遠
賀
・
鞍
手
郡
内
の
0
歳
か
ら
5

歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
1
4
組
●
相

織
機
師
）
光
安
文
夫
先
生
（
福
岡
教
育

大
学
名
誉
教
授
）
、
大
熊
猛
先
生
（
社

会
福
祉
法
人
「
こ
ぐ
ま
学
園
」
理
事
長
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
6
月
2
9

日
（
金
）
ま
で
に
福
岡
県
教
育
庁
北
九

州
教
育
萌
務
所
長
（
〒
搬
直
方
市
大
字

横
木
1
0
4
7
－
1
）
℡
0
9
4
9
2

（
5
）
1
2
0
5
へ
お
申
し
込
み
く
だ

食
醍
高
邁
回
塾
露
韻

心
身
障
害
児
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

子
ど
も
た
ち
の
就
学
問
題
、
日
常
の
生

活
問
題
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
）
7
月
2
6
日
（
木
）
9
時
5
0
分

～
1
6
時
5
0
分
●
と
こ
ろ
）
福
岡
県
八
幡

総
合
庁
舎
2
階
第
3
会
議
室
●
対
象
）

心
身
障
害
児
を
持
つ
保
護
者
で
相
談
を

希
穀
さ
れ
る
人
●
相
鹸
員
）
庭
瀬
・
福

祉
・
教
育
関
係
の
各
専
門
員
●
申
込
み

方
法
）
7
月
5
日
（
木
）
ま
で
に
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
（
役
場
2
階
）
　
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
動
車
事
故
被
書
著
に

国
が
さ
し
の
べ
る
織
機
の
手

▼
「
交
通
遺
児
尊
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
け
」

●
対
象
）
自
動
車
謡
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
症
書
が
残
っ
た
人
の

子
弟
（
0
歳
か
ら
中
学
を
卒
業
ま
で
の

幼
児
・
児
童
・
生
徒
）
で
、
そ
の
保
護

者
が
住
民
税
を
納
め
て
い
な
い
な
ど
の

一
定
の
用
件
に
該
当
す
る
人
●
貸
付
け

金
額
）
当
初
の
一
時
金
1
3
8
、
0
0

0
円
、
貸
付
け
期
間
中
の
月
額
1
7
、

0
0
0
円
、
入
学
支
度
金
3
8
、
0
0

0
円
●
貸
付
け
期
間
）
貸
付
け
決
定
時

か
ら
中
学
を
卒
業
す
る
時
ま
で
●
利

子
）
無
利
子
●
返
済
方
法
）
貸
付
け
終

了
後
6
カ
月
を
経
過
し
た
時
点
か
ら
幼

年
の
均
等
分
割
返
還

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
自
動
車

郵
政
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
支
所
業

務
課
℡
0
9
2
へ
4
5
1
）
7
7
5
1
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筋肉を温めてほぐす

●　●　●

場時期

所同　日

人）ぅごき
平成2年5月末日現在
●世帯数…………5．018

●人　口…………17．126

●男8．103　●女9，023

●転入　66　●転出　54

●出生　5　●死亡12

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）印刷冷隼田印刷合資会社

総
合
檎
診
の
日
程

総
合
検
診
の
日
程
・
内
容
に
つ
い
て

は
、
広
報
6
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し

て
ま
す
が
、
1
月
1
5
日
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
地
区
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で

受
診
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
島
津
（
島
津
公
民
館
）

6
月
2
6
日
（
火
）
9
時
～
n
時

●
新
町
（
新
町
公
民
饉
）

6
月
2
7
日
（
水
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

6
月
2
8
日
（
木
）
9
時
～
n
時

●
若
松
（
若
松
公
民
館
）

1
月
3
日
（
火
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

●
中
央
（
中
央
区
公
民
館
）

1
月
4
日
（
水
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

●
尾
崎
（
尾
崎
公
民
館
）

7
月
9
日
（
月
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

●
旧
停
（
旧
停
公
民
館
）

7
月
日
日
（
水
）
9
時
～
Ⅱ
時

●
別
府
（
別
府
公
民
館
）

7
月
1
2
日
（
木
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

●
別
府
・
千
代
丸
（
別
府
公
民
館
）

7
月
1
3
日
（
金
）
9
時
～
Ⅱ
時

●
対
象
者

●
指
診
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

●
そ
の
他

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
重
測
定

無
料
4
カ
月
児
の
乳
児
は
小
児

ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。

草
刈
り
機
の
貸
し
出
し

美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
一
環

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
役
場
で

は
無
料
で
草
刈
り
機
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
印

鑑
を
持
っ
て
福
祉
課
保
健
衛
生
係
の
窓

口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

但
し
、
燃
料
（
混
合
油
）
は
お
近
く

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
い
れ
て
く
だ

さい。
問
い
合
わ
せ
先
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

へ
か
あ
さ
ん
お
肩
を
た
た
き
ま
し
ょ
タ

ン

ト

ン

タ

ン

ト

ン

タ

ン

ト

ン

ト

ン

…

…

童

謡
「
か
た
た
た
き
」
は
、
家
事
な
ど
で
疲

れ
た
お
母
さ
ん
の
肩
を
、
子
供
が
た
た
い

て
い
る
光
景
を
う
だ
っ
て
い
ま
す
。

肩
凝
り
は
、
首
筋
、
首
の
付
け
根
、
肩

甲
骨
に
か
け
て
の
重
苦
し
い
不
快
感
で
、

肩
の
凝
っ
て
い
る
部
分
を
温
風
で
温
め
る

と
、
血
行
が
良
く
な
り
肩
凝
り
が
ほ
ぐ
れ

て
き
て
楽
に
な
り
ま
す
。

肩
の
凝
っ
て
い
ろ
部
分
を
、
手
の
ひ
ら

で
軽
く
な
で
る
だ
け
の
「
さ
す
る
」
方
法

も
、
痛
み
を
和
ら
げ
ろ
効
果
が
あ
り
ま
す

指
で
「
も
む
」
、
平
手
か
握
り
こ
ぶ
し
で

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、
不
自
然
な

姿
勢
な
ど
が
原
因
で
起
こ
り
ま

す。
肩
凝
り
を
直
す
基
本
は
、
筋

肉
を
温
め
て
ほ
ぐ
し
、
血
管
を

払
張
さ
せ
て
血
液
の
流
れ
を
よ

く
し
て
や
る
こ
と
で
す
。
蒸
し

タ
オ
ル
で
温
め
ろ
の
も
一
つ
の

方
法
。
タ
オ
ル
が
す
ぐ
に
冷
め

る
の
で
、
語
気
ア
ン
カ
や
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
で
、
タ
オ
ル
の
上

か
ら
温
め
る
の
も
い
い
で
し
ょ

ヽ
フ
o

肩
凝
り
に
意
外
と
効
果
が
あ

る
の
か
、
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し

た
「
温
風
簾
法
」
で
す
。
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ

ヤ
ー
を
温
風
に
し
て
、
肩
凝
り
の
部
分
か

ら
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し
て
風
を
当
て
ま

す
。
五
分
ぐ
ら
い
ゆ
っ
く
り
と
首
筋
か
ら

「
た
た
く
」
の
も
簡
単
な
ク
治

療
法
命
で
す
。

指
で
強
く
押
す
指
圧
も
効
果

的
で
す
。
俗
に
い
う
「
ツ
ボ
」

を
指
圧
で
刺
激
し
、
凝
り
を
と

る
の
で
す
。
押
さ
れ
て
痛
い
よ

う
で
し
た
ら
、
時
間
を
か
け
て

押
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

指
圧
で
押
す
力
は
、
ど
の
く

ら
い
が
良
い
か
で
す
が
、
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
指
の
力
が
一

番
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

三－

乳
　
児
　
相
　
談

7
月
1
0
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
館
　
和
室


